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１．まえがき 

私たちは、課題研究の内容がマイコンカーの

製作なのでマイコンカーを作り、マイコンカーラ

リーに出場しようと考えた。 

 

２．原  理 

(1)マイコンカーとは 

   …完全自動走行の車 

 

(2)マイコンカーラリーについて 

   …ロボット競技大会の一つであり、マイク

ロコントローラー(マイコン)を搭載したロ

ボットが、コースを自律制御で走り抜け

タイムを競う競技。 

    1996年から開催されている本大会は、

北海道を発祥とし、2009年大会までは、

高校生の部と一般の部に分かれていた

が、2010年大会より、一般の部が廃止さ

れ、現在は原則として全国工業高等学校

長協会の会員校が参加資格を得ることと

なっている。 

マイコンカーラリーにはカスタマイ

ズ性の高い「Advanced Class」（アド

バンスドクラス）、初出場を資格と

し、限定された条件で行う「Basic 

Class」（ベーシッククラス）、センサ

の代わりにカメラを用いて自動走行す

る 2020新設された「Camera Class」

（カメラクラス）の 3部門があり、い

ずれも決められたコースでの走行タイ

ムを競う。 

 

（3）マイクロコントローラー（マイコン） 

    マイコンボードにプログラムを書き込み

マイコンカーの制御を行う。 

 

（4）コースの白と黒を判断する仕組み 

マイコンカーラリーのコースには黒、

灰、白色がある。 

コースの色が白色か黒色か判断するこ

とができるセンサがマイコンカーキット

に８個ついている。灰色はセンサ基盤の

ボリュームにより、反応させるか、させ

ないかをプログラムで調整することがで

きる。 

 

 

図 1 コースの色分け 

 

赤外線を出す素子を使って、コースへ

赤外線を 

当てる。その赤外線が、赤外線を受ける

素子で検出できれば“白”できなければ

“黒”と判断してくれる。 

そして、白を“1”黒を“0”の信号とし

てマイコンに出力することで制御する。 

    図 2 黒と白の判断の仕組み 

 

 



３．研究内容 

マイコンカーラリーには三つのクラ

スがあり、私たちはそれぞれ三つのグ

ループに分かれて、それぞれのクラス

の車を一台ずつ作った。 

 

（1）車体の設計 

車体の設計には以下の材料を使用し

た。 

 

  ○使用材料 

・３Dプリンタ 

・車輪×４ 

・マイコンボード 

・センサ基板 

・赤外線センサ 

・サーボモータ 

・モータ×２ 

・単三電池×８ 

・マイコン（R8C/38A）  

 

全て情報技術科の３Dプリンタでの

メインボディと車輪はPLA素材とし、

軽量化を図った。大会当日になり、サ

ーボモータの型番が車検の条件に合わ

ず、このままでは出場できないことが

わかった。急遽、電気科からお借りし

何とか出場できた。 

(2)コース製作 

 

図３ 左：クランク 右：S字カーブ 

 

コース自体は、直線コースの他にク

ランク（直角カーブ）、S字カーブ（最

小内径 450mm）クランクの手前 50cm～

100cmには 2本の白線がコースを横切

るように引かれ、 その先にクランクが

あることをマイコンカーに伝える。マ

イコンカーは 2本の白線を検知する

と、減速してクランクモードに切り替

わりセンターラインの曲がる方向を判

断して直角にカーブする。  

同じクランクでも直前の状態（直

線、カーブ、立体交差）によりマイコ

ンカーのスピードが違うため条件が異

なる。 

 

図３ レーンチェンジ 

４．まとめ 

今回の課題研究でマイコンカー班として、マ

イコンカーやコースを製作するにあたり、コー

スはスムーズに製作が進んでいたが、車体の調

整はうまくいかないことが多かった。最初はク

ランクも曲がらない状態で大変だったが、レー

ンチェンジの方がもっと大変だった。何度も試

して大会前には間に合ったからよかった。 

 

５．あとがき 

１２月４，５日に倉敷工業高校で大会があっ

たがコロナ禍の影響もあり、２人までしか選手と

して参加できなかったのでチームとしてサポート

できなかった。結果は、初戦敗退だった。大会後

に失敗した原因を見るとプログラムに不備が見つ

かった。 

そういったことも含め、今回の課題研究は問

題だらけだったのがよく無かった。 

 



６. 感想 

古庄・・・ 最初は問題が多く対処に苦労し

たが、最終的にはほぼ修正できた

のでよかったが、まだ改善の余地

あり。そこの修正は来年以降の３

年生に期待している。 

上田・・・ 電池ボックスのコードが断線し

たので一から作り直すのがかなり

大変だった。他にあまり手伝えな

かったので、来年以降は全員で頑

張ってほしい。 
林 ・・・ 最初はギアボックスから作り始

めて、車体のパーツなどを３Dプ

リンタで作ったりして倉工での大

会にも出場できてよかった。 

西森・・・ 最初は車体のコアとなるギアボ

ックスの作成を行ったが、はんだ

づけの際、誤ってプラスチック部

分を溶かしてしまった。他にも、

３Dプリンタで車体の部品を作成

したり、オープンキャンパスでコ

ースを作成したり、プログラムを

作成した。失敗した部分もある

が、この課題だけでかなりのスキ

ルを身に着けることができた。来

年も頑張ってほしい。 

板東・・・ 今回の課題研究を通して、マイコン

カーのことについて詳しく知ることが

出来たコース製作の時にクランクやレ

ーンチェンジなどは比較的に簡単につ

くれた。車体の組み立ての時にパーツ

の一部を割ってしまったので、作り直

しで余計に時間がかかってしまった。

来年度以降は時間をもっと有効的に使

ってほしい。 
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